
　　　　 

日本の森と水と空気を守る 

EVI環境マッチングイベント2017  
2017年10月24日（火） 

知見を実践へ。 
～ 今、はじめる。明日のために。～ 

　カルネコ株式会社 代表取締役社長 
内閣府・地域活性化伝道師　加藤 孝一 
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2015年以降の国際社会の動向  
COP21「パリ協定」 

世界共通の長期目標として2℃目標の設定。 
さらに、1.5℃に抑える努力を追求すること。 

パリ合意は「歴史的転換点」。世界的な気候変動対策の出発点。 
（環境省地球環境局 国際地球温暖化対策室「COP21の成果と今後」のまとめより） 

知見を実践へ ～今、はじめる。明日のために。～ 
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本日の事例＝環境への取組みの進化 

企業や自治体の方々による、 
EVI預託クレジットの活用を推進していく。 

知見を実践へ ～今、はじめる。明日のために。～ 

企　業 
森林プロジェクト 

森林プロジェクト 

お買い物 

EV I 
プラットフォーム 

商品 商品 
開発 

「お買い物を通して環境貢献！」 
J-クレジット（J-VER）を 付
加する商品やサービス 
環境プロモーション 
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サー 
ビス 施設 

消費者 

支援 



自然でんき 
＜電気利用が環境貢献に＞ 

／ SB パワー様 

毎月お客様が63箇所の 
森林プロジェクトから 選
んだ団体へ50円を支援 

新社名導入と合わせた  
CSR活動 

電気 
料金 

＜美しい水　美しいもやし
＞ 名水美人 
／名水美人ファクトリー様 

食品 

知見を実践へ ～今、はじめる。明日のために。～ 

商品・サービスの中に森林支援 



＜環境への取組み 足立区とＥＶＩ
＞ 

地球環境フェア 
再生館環境教育 

自治体  足立区 
環境ゼミナール 

＜横手の森林を守るために
＞ 自治体  秋田県 横手市 

市民サービス 
東北カーボン・オフセットグランプリ受賞 

知見を実践へ ～今、はじめる。明日のために。～ 

商品・サービスの中に森林支援 



施設 

地域の特性を活かして環境貢献 

にちなん日野川の郷 

＜地域の魅力を交流＋環境貢献＞ 

道の駅ネットワーク構想 

鳥取県日南町／カーボン・オフセット道の駅 

「あいろーど厚田」 

新潟 魚沼市 道の駅 
「深雪の里」 

秋田 横手市 道の駅 
「さんない」 

津山市 道の駅 
「久米の里」 

岡山 北海道       石狩市 道の駅 

鳥取 日南町 道の駅 
「にちなん日野川の郷」 

宮崎 日南市 道の駅 
「なんごう」 

熊本  小国町 道の駅 
「ゆうステーショ
ン」 

知見を実践へ ～今、はじめる。明日のために。～ 
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商品 
開発 

地域の特性を活かして環境貢献 

どうぶつアルファベットパズル 
A for Animal 
ウッドデザイン賞2016 受賞 
ソーシャルプロダクツ賞2017 受賞 

素材の産地が 
選べるようになりました 

大分県津江杉 
熊本県小国杉 

＜重機をモデルにしたオリジナルノベルティ＞ 

重機木組みパズル コベルコ建機様 
2017 年 11 月 
一般販売予定 

● 環境貢献ができるショッピングサイト 

知見を実践へ ～今、はじめる。明日のために。～ 
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16年度は1336t-CO2をオフセット。 約
95,000本の杉の木が1年間に 
吸収するCO2量を購入。 

カルネコ 

森林支援に 役
立てられます！ 

環境保全活動 

EVIを通して 
ク レジットを購入 

EVI 

※杉の木１本が１年間で吸収するCO2量＝約１４ｋｇで計算。 
「地球温暖化防止のための緑の吸収源対策」環境省・林野庁より 

全ての販促物の製造にかかる 
CO2の一部をカーボン・オフセットしています。 

＜カルネコの環境貢献＞ 

知見を実践へ ～今、はじめる。明日のために。～ 
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カーボン・オフセット
付きPOPを製造	



配送先が同一の場合、各社の梱包箱をまとめてお届け。  
配送料もCO2も減らせます。	

カルネコ 

＜競争は店頭で、配送は共同で＞ 

共同配送サービス 
 
A社  B社  C社 

知見を実践へ ～今、はじめる。明日のために。～ 



2015年以降の国際社会の動向 

EVIが2011年から取り組んできたことは、 世
界の潮流と強く、大きく、関わってきております。 

持続可能な開発のための2030アジェンダ 
「SDGs」 

知見を実践へ ～今、はじめる。明日のために。～ 
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EVIのテーマ 
2013年「さあ、ここからはじめよう」 

知見を実践へ ～今、はじめる。明日のために。～ 
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2014年「ともに、一歩前へ」 

2017年「私たちにできること」 

2015年「ともに、創ろう」 

2016年「もっと、身近に」 

2018年「知見を実践へ」 



もはや、待ったなしの状況。 

国際的にも、日本政府も、気象も、森林も、 
　そして生活者も、待ちきれない状況に。 

さあ、いよいよ実践の時です！ 

今こそ、明日のために始めましょう!! 

知見を実践へ ～今、はじめる。明日のために。～ 

知見を実践へ 
今、はじめる。明日のために。 
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1日おつきあいくださり、 
本当にありがとうございました。 

 
何か１つでもお持ち帰りいただけるものが 

あったなら嬉しく思います。 
 

来年は、１０月１５日（月）を予定しております。	

来年は皆様の事例をご発表いただけることを
願っております。	

ご来場本当にありがとうございました！ 

知見を実践へ ～今、はじめる。明日のために。～ 

本日は、ようこそお越しくださいました。 
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